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〔全体の評価講評：認可保育所〕

少しのけがや多少の病気は子どもたちが抵抗力をつけるために必要不可欠と園は考えている。日頃の保育活
動を通じて危険回避能力を高めている子どもたちは少しのけがはするものの、大きなけがに至らないことを園
は確認している。清潔にしすぎることが食物アレルギー等を発生させるなどの最新の研究成果を援用し、ほどよ
い不潔は最低限必要であるとの認識に園は至っている。食物アレルギー児が極端に少ないこともさることなが
ら、本園生活を1年以上経験した子どもたちの感染症罹患率は低い。科学的な知見に基づいた保育実践による
成果を高く評価したい。
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さらなる改善が望まれる点

子どもたちが培う危険回避能力や、食物アレルギーや感染症罹患に関する最新の研究成果を園の
保育活動の考え方に反映させ実践に繋げている

《事業所名： るんびに保育園》

静的な遊び（製作、、ブロック、ままごとなど）ゾーンは自由な展開が保障されている。それぞれの空間には様々
な形状のもの、素材、特徴を持つものが豊かに配置され、ブロック遊び１つについても種類は数種類、別のもの
を組み合わせれば数十種類の遊びが展開できる。ゾーンごとの遊びの融合も遊びの幅に豊かなスパイスを与
えている。そして遊びを更に深めてくれるのが動的な遊びのゾーンであり、このメリハリのある環境構成は子ど
も自身がやりたい遊びを選ぶことにより、一人ひとりに応じたふさわしい環境として学びの質を更に高める要素
となっている。
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特に良いと思う点
子どもの傍にいるやさしい保育者と考え抜かれた保育環境が、子どもに熱中と安らぎをもたらし、一
人ひとりの発達を十分に引き出している

子どもの発達特性に即した保育が、子どもの基本的人権を保障したものになっている。日本も批准している「子
どもの権利条約」を保育理念の根拠に位置づけ直し、子どもの人権を第一に考える保育を積み重ねている。そ
れを成立させている基盤には、子どもの傍で見せる保育者の人間性と、考え抜かれた保育環境がある。経営層
を始めとする保育者が「自分の言動が常に子ども主体のものであったか」、「子どもの手本となるような言動をし
たか」と日々振り返っており、それが「子どもの最善の利益」と繋がって、子どもの発達を促している。

多種多様に整えられた自発的に選べる環境構成は、子ども一人ひとりに応じた豊かな学びの場を保
障し、更なる意欲を引き出している。
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本園が果たしている糸島市への貢献は注目に値する。自分の子どもを育てることに、精神的も経済的にも苦労
を強いられる家庭が多い中で、そうした子育て環境の「冷たさ」に比べ、本園は子どもと家庭に対する「温かい」
雰囲気が流れている。本園の保育は、自治体と連携したものになっており、それを通して社会的責任を果たして
いる。市と協働しながら多様な価値観を受け入れていることを保護者に伝えることができるとさらによいだろう。
また専門機関との連携をさらに深めながら、園だけが孤立しない連携組織づくりに期待したい。

子どもの発達を阻害せず、その特性に応じて発達できる環境が効果を挙げており、本園にはそれを
社会に広く知らせる役割も期待される

本園が保育実践を通じて社会に問題提起していることは意味深い。本園は子ども主体の保育を実践している
が、子どもの発達を阻害せず、その特性に応じて発達していける環境を設定することによって、障害と診断され
たケースでも改善している事例がある。本園はこの成果を学会等で公表するなど社会的な認知を高める努力を
始めている。本園はこれらの社会への情報発信と提案を通じて、保育の質の向上に貢献できると思われる。
今、日本から失われようとしているこうした保育の場が、子どもの発達を劇的に促している事実に、専門家は
もっと注目すべきだろう。

園と保護者そして保護者同士の信頼関係のさらなる構築に向けた様々な取り組みにより本園が保護
者パワーを園運営に活かすことが期待される

保護者が園行事等を通じて保育園の運営に参画する機会は多い。また、連絡ノートの活用によって保護者の思
いを園は汲み取ってきている。こうした様々な園の取り組みがあって保護者の多くとの信頼関係を園は構築しつ
つあるが、十分とは言えないことがわかった。面談や行事等保護者が参加する機会があっても利用しない家庭
との連携を今後どうのように図っていくのか。保護者の意見要望が保護者同士の対立に発展しない仕組みづく
り、あるいは保護者のストレス発散の場づくりを園はどのように築いていくのか。こうした課題に取り組むことが
今後期待される。

自治体と連携した保育事業の展開を活かし、保護者や地域に多様な子育ての価値観を受容し合う
子育て文化の醸成に期待したい
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